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参加者の感想
デンドロビウム

ライブ・アクション・ロールプレイ(LARP)という
意識向上と理解啓発を⽬的とした体験型ゲーム



テーブルトーク・ 
ロールプレイングゲーム 
（TRPG）を通じた 
発達障害のある子どもの 
コミュニケーション支援 

東京学芸大学教育学部 研究員
加藤浩平（ ）

発達障害、特に自閉スペクトラム症（Autism spectrum disorder；
ASD）のある子どもは、社会的コミュニケーションの障害と、興味
の限局（こだわり行動）が主な特徴と言われている。

教育・支援の場において、ASDのある子どものコミュニケーショ
ン支援は、主としてソーシャルスキル・トレーニング（SST）が取り
組まれてきている。

しかし、SSTで学んだスキルを日常に応用することや、自分の意
思でスキルを使うことに課題があると言われている。コミュニ
ケーションスキルを知識として有していることと、そのスキルを
使えるかは別問題といえる。

いっぽう、近年は余暇活動をベースに自発性や興味を重視した
コミュニケーション支援が注目されている。

発表者はTRPGを、余暇活動の１つとして採用している。

TRPGとは、複数名でテーブルを囲み、参加者同士のやり取りで
架空の物語を作り上げていくことを楽しむ会話型のテーブル
ゲームの総称である。

事前にゲームの進行役である「ゲームマスター（GM）」がシナリ
オ（物語の設定やあらすじ）を作成する。他の参加者は「プレイ
ヤー」として，「戦士」や「魔術師」といった物語の登場人物である
「キャラクター」をルールに従って作成し、そのキャラクターを通
してGMの用意した物語（たとえば「ダンジョンに隠された『竜の
秘宝』を手に入れる」「魔物にさらわれたお姫様を救出する」な
ど）に参加する。

コンピュータなどは使用せず、代わりに「キャラクターシート」と
呼ばれる記録紙やサイコロ、筆記具などを使用する。グループは
GMが1名とプレイヤー3～5名、活動時間は90分～2時間ほどで
実施することが多い。

キャラクターシートは、プレ
イヤーの操作するキャラク
ター（物語の主人公たち）
の、能力値（長所や短所）、
コンディション、性格、設定
などが数値や文字で記さ
れ、キャラクターの状態が
1枚の紙で把握できるよう
になっている。

図　TRPG活動の様子

これまでの実践・研究から、TRPGを通してASDのある子どもたち
（ASD児）の自発的な発話が促進したこと、また、話し合い活動の
場での「合意形成」について、積極的な変化があったことが報告
されている（加藤ら，2012；加藤ら，2013）。

別の調査では、TRPG活動に参加したASD児（51名）を対象に、
TRPG活動の前後でアンケート調査をした結果、参加児たちの
QOL（Quality of Life：生活の質）の得点が有意に増加したという
報告もなされている（加藤・藤野，2016）。

TRPGを通じた活動でのコミュニケーション促進の要素として、

などがあると考えている（加藤，2016）。

発表者は、TRPG活動を通じて、ASD児たちに「正解やスキルを教
えること」ではなく、本人らしさと自発性を尊重し、「その子なりの
コミュニケーション」を育むサポートをおこなっている。

「うまく話すこと」より「楽しく話すこと」が大事！

・キャラクターを介した間接的なコミュニケーション
・枠（ルール等）内での自由な行動選択
・役割（Role）の明確化 ・TRPGをはじめとする余暇活動支援の研究と実践を紹介している。

・詳細は、「コミュゲ研」で、検索！

「コミュニケーションとゲーム研究会」 （Facebook・Twitter）

初心者でも遊びやすく、大人も子どもも楽しめるTRPGと
して、発表者が作成した、オリジナルTRPGルール。
WEBからダウンロードすることも可能。冊子版は、ネット
書店等で販売している。
詳細は「コミュゲ研」のFBか、「遊学芸」のHPまで。

「いただきダンジョンRPG  ルールブック」
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